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天麗（A11もherRea　Ya1皿amai・）の繭層

及セリシンの組成に就きて

井上柳梧　　牛澤　　勝

1　緒　　雷

II　天簸繭の全加水分解

III天識繭のセリシンの組成
VI結　　論

1　緒　　　言

　天獄締の化學蘭組成に就きては鈴取梅太郎浅及吉村清爾氏及び著

者の一名（1909）の研究あり．然しながら共繭暦及びセリシンの組成

に就きては未だ獲表せられたるものを見ざるなり。樹天獄繭のセソ

シンは大体の性質1；於て家獄繭のセリシンに類似しだる慮あるも其

化學的組成に於て果して相近似せるものなるや是等の点を明かにせ

ん爲に實瞼を行ひ次の結果に到達せIJ。

豆　天憲繭の全加水分解

（イ）　原料及一般組成

　原繭は長野縣南安曇郡有明村の崖なり。繭を切噺して不純物を出

家得る限b除却し是れに就きて一般鼻i蹄を行ひfzり。

　　　水分　　　　10、77％
　　　全窒素　　　　　　　　　　　　　　16．51　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　e

　　　2塞…　勢　　　　　　　　　　　　　　4ユ5＿5．00

蕨分中には石萩多く繭層中に於ては擦酸石萩の款態をなすもの多く
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・繭履20琵を取b約20倍の濃繭酸を加へ逆流冷却装置を附して12時聞

炎沸し加水・N解を行ひたるに全く溝解して幾津を止めす其溶液に就

き種ρなる形態の窒素を求め次の如き結果を得tzb。

　　　　　　　　　　　　　　　　　無水繭暦ヨ00瓦中　　　・

　　全窒素　　　　　　　　　　　　　　　　16．51琵

　　濃櫨酸に可溶性窒素　　　　　　　　　　　　】6．37　　ジ

　　燐オウルフラム酸により沈澱せらる、窒素　　3、07　　’　，

　　燐オウ2vプラム酸により沈澱せられざる窒素・12・82

　　アムモニア態窒素　　　　　　　　　0．22　・

　　メラニン態窒素　　　　　　 ，　　　　　0。18

　　燐オウノレプラム酸によりて沈澱せらるts窒素中　　　　・

　　　アノレギニン態窒素　　　　　　　　　（1ユ0

　　　ヒスチヂン態窒素　　　　　　　　　　　　O、18

　　　リヂン態窒素　　　　　　　　　　　　　　1。14

（ロ）加水分解　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　風乾せる繭暦200屍を取b是れに濃櫨酸2500蛇を加へ逆流冷却装

置を附し湯浴上に温めて悉く溶解せしめたる後直接力燃し12時間加

水分解を績行せり。斯の如くして長卜解液のe“，“レゾト反慮全く陰性

こなりたる後分鰐液を約2倍に稀羅せしめて濾過す二而して極少蚤

の不溶解残津を止む残津は嶽回熱湯を獄て洗灘し洗源液の櫨酸の反

慮無き迄に到らしむ濾液及洗源液を合して低塵低温の許に蒸溜して

水を去『り。更にアノンゴールを加へて数回蒸溜を反復し水分を出寒得

る限り除き最後に酒精を加へて更に乾燥せる購酸駕斯を通じて飽和

せしめf“i’一一’回低温に於て蒸溜して適當なる濃度となし乾燥せる購酸

屍斯を飽和せしめ冷却捌によ1）て冷却しっ、豫め極少量のグリココ

ノン，x．チノン．エスプノレ鷺酸鰹の結品をカllへて24時間放置したるにグソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　1
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。コ，・．エチ7v．　S一ナ・噸酸瞳の結直査をe￥・tz・b。グy…v．エチ，

ノV．エスタノレ鷺酸鰹の結晶の濾液は更に蒸獲してエステノン法によb

て各種のアミノ酸を分離したり。アミノ酸エスヲノレを酒精を場つて

浸出したる後の残淳は鰹酸を注加して溶解し共め際生じ7Zる抽類を’

濾過し筒ほ低歴の許に蒸溜して生せる難類を悉く除き更に濃瞳酸を

抑へて逆流冷却装置を附し8時間嚢沸し更に低燃蒸溜を行ひて後洒

精を加へて反復蒸溜して水分を出來得る限1）除却し更に無水酒精を

加へ乾燥せる盤酸屍斯を通じて飽和せしめたる後再び低温低歴の許

に蒸溜して後エスカレ法によbて更にエPカレによbて第二回のア

ミノ酸エスカ吻浸出を行ひ後分別蒸溜法によ畷溜せるアミノ酸

を分離し各分析によりて是れを確定せり．各操作の終bに於て一々

其の溶液中の窒素の定量を行ひ操作中に於ける損失の量を明かにし

且つ窒素の分布の状態を示せ5，．其結果は次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無水繭層100屍に肇｝して

　全加水分解液中の全窒素　　　　　　　　　　　　17．38充

　不溶解残津中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0

　グリココノン．コチノレ．瓢ステノγ鞭酸盤中の窒素　　　　　　6．01

　グリココノv．エチノv．エステノ囎酸盤の濾渦液中の窒素　ユ1．46

第一回アミノ酸エスカレの蒸溜

　第一回遊離アミノ酸エスタノレのエーテル溶液中の窒素　1・30

　第一分別蒸溜騒中の窒素（15耗歴湯浴60度迄）　　　　O・10

　箆二分別蒸溜賊申の窒素（18粍座湯浴98度迄）　　　　　0・31

騙雰縢離糠難：灘；罐1｝・．・・

　蒸溜淺浮中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　　0・54

　ア、ミノ酸エスラフレをエ”一グノレによりて浸出しtzる　　　11．12

　残浮中の窒素
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第二回アミノ酸エスクル中の蒸溜

第二回遊離アミノ酸エスカ熔液中の窒素　　　　3．　CJO

　第一分別蒸溜薩中の窒素（15粍座湯盗60度迄）　　　　O，33

　第二分別蒸溜1躍巾の窒素（15粍座湯浴98度蓮）　　　　　2、60

　第三分別蒸溜随巾の窒素（0・2粍腿湯盗98度迄）　　　　　0・15

　第四分別蒸溜匿中の窒素（0・1粍健油浴200度迄）　　　　O．17

　蒸溜残津中の窒素　　　　　　　　　　　　　　　　　O、61

　アミノ酸エスffノレをヱ・一一　fノレにゼ浸出し7：る穫津中の窒素7・QO

アミノ酸エステノソの分別蒸溜の結果を學ぐれば次の如し。

　　　　　　　　　　第“回分別蒸溜　．

分別j加熱鍛

第一囁

第曇麗

第西匿
蒸溜幾津

湯　浴

湯浴
汕　浴

　淵　　　　度（c）

蒸溜器内　　i籍溜器外

40Q　　　　60°

650　　　　980

1020　　　　　　2000

塵　力

15瓢

18

1－2

蒸灘間i諦難乙濃

第二回分別蒸溜

　21分

　67分

IH￥io分

3．1颯　　　　　O．5瓦

＆0　　　　4．1

5，8　　　　2．6卜

9，0　　　　　・一

分別蒸溜1琶

第一匿

第二曝

第三圖

第四瞳
蒸溜淺津

加熱装置

湯　浴

湯浴
湯　浴

油　浴

温、　　度ω
蒸テ留器内　　　　 蒸溜器タト

410　　　　60’」

780　　　　980

63°　，　　98°

1400　　　　　　2000

歴　力

15耗

15

0．2

0．1

蒸溜時間

25分

55

35

50

三羅乙濃
王8．3瓦　　　　　α5瓦

45．1　　　　　　29．4

3，1　　　　1・6

6，1　　　　－

4、8　　　　＿

　斯の如くして得tzる各蒸溜分別随は常法に從ひ各加水分解を行ひ

ナこる後低温低塵の許に蒸溜して乾固せしめ更に無水酒精をPJつてPt’　“

三浸出してプロリソを除きtzり。然してプロyンは漉精浸出液の全

窒素翠ぴアミノ酸態窒素を求め其の差を以つてプロソンの窒素とな
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　し是れよbプ・リンの量を糞出せり需一方に於ては酒精浸出練を蒸

　溜し再び無水漉構を加へて是れを溶解し之の操作を反復行ひてプP

　ジンと混征せる他アミノ酸を幽牽得る限り除却しtzる後銅臆を造り

　是れを分柄iしてプロソンを決定せり．フェニ2Vアラ＝ソは第四蒸溜

　分別騒に水を加へ7Zる後工一テノレにて再三抽出して分離しエークノV

　を蒸獲したる後鰹酸購こして結晶せしめたb。第四蒸溜分別騒はフ

　エニルアラニンを除きたる後バリタをカllへて加水分解を行ひたり。

　　分別蒸溜慶渣も亦バリタの濃溶液を加へζ加水分解を行ひたり。

　　此の如くして最後に分離し得ナこるアミノ酸類の第一一A及第二分別蒸

　溜に於ける結果は合計して示せば次の如し。

　　侃しi欠表中チロシンの分離は別に行はれ把り。　　　　　　　　、

　　　分離したる、アミノ酸類　　　　無水繭暦100ヌEに墾｝する量

　　　　グリココル　　　　　　　　　ユ7．83屍

　　b　アラニン　　　　　　　　　　　20，16

　　　　ロィシソ　　　　　　　　　　　1．23

　　　　アスパラギン酸　　　　　　　　　　　0．26

　　　　グノレダミン酸　　　’　　　　存在

　　　　セリン　　　　　　　　　　　　　　　　2．83

　　　　プコリソ　　　　　　　　　　　　　　　　　0．21

　　　　フエニノレアラニン　　　　　　　　　0．22

　　　　チロシン　　　　　　　　　　　　翫34

　（ノ・）　チロシンの分離

　　供試繭暦50琵を取りて30％硫酸500蝿を加へ逆流冷却装置を附し

“て嚢沸する事12時間にして全く分解しゼウレツ塾反1憲陰性ざなりし

　を以つて是れを濾融し其濾液にバリタを加へて硫酸を精密に除き生

　じナζる硫酸バリウムの沈澱を濾過す。硫酸バソウムの沈澱ば充分に
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洗灘して其の洗漁液のミロンの反慮を呈せざるに到らしむ。燈等の

洗瀞液は漉液ご和して少しく蒸残したる後骨炭を加へて脱色し低塵

の許に濃縮し冷却してチロシンを訴出せしめ濾過しだる後濾液は更

に蒸獲して濃縮しチロシンを結晶せしむ。此の如くしてチロツンを

出來得る限b分離したる後爾少量濾液中に獲れるものは比色法によ

りて其の最を定量せり。此の如くして得たるチロシンの無は2・671

琵なり．チロシンの分離に際し各操作毎に窒素の定墨を行ひ莫實験

中に損失せる量を明かにせり。其結果次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無水繭層100琵中

　　全窒素　　　　　　　　　　　　　　　17．78罵

　　カロ水分解液中の窒素　　　　　　　　　　　17．41

　　脱色に使用したる．血炭中の窒素　　　　　　0’87

　　硫酸バリウム沈澱中に吸着せられたる窒素　0．62

　　折出したるチロシン中の窒素　　　　　　　O・47

　　チロシンの濾液中の窒素　　　　　　　　15，32

（X）分離しだるアミノ酸の決定

　グリココノソ

　グリ＝コノレ。エチル。エステル購酸縣の熔融点を測定したるに143°C

なり。樹ほ試料0・1231琵を取リキモノvダt・ノレ氏法によりて窒素を定

量したるに婁結果は凍の如し。

　　計鋒数　（CH，・NH2COOCaH，s｝IC1として）　　10．04％（N）

　　實験藪　　　　　　　　　　　　　　10．01

　ア　ラa　ン

　供試料0・4370JEIIよ1）ヅアンスライク氏法によりてアミノ窒素を定

暴して0・06873琵窒素を得たり。

　計算数　（CH3CHNH2COOHとして）　　　15・73％（N）

含
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　　實験数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15・72

　ロイ　シ　ン

銅盤0，083琵を燃焼して酸化銅0・0164琵を得ナこり。

　　計箕数　（Cu（C31il，，NO，）2こして）　　　　　19・64％（Cu）

　　實験数　　　　　　　　　19・65％（Cu）

　アスパラギン酸

　銅聰0．82琵を燃焼して酸化銅0・029琵を得tzb。

　　計箕数　（CuC4Hr，NO，i＋1・2H20として）　　28・30％（Cu）

　　實験敷r　　　　　　　28・29％（C・）

　セ　　リ　ン

　供試料0・1030屍を取リヅァンスライク法によbてアミノ酸窒素を

定量して窒素0・01371琵を得たり。

　　計算数　（C3H703Nとして）　　　　　　　　13・34％（N）

　　實馬徽　　　　　　　　　 13・31％（N）

lll天獄繭のセリシンの組成

（6）　セリシンの分離i

　天鷲繭一万粒を切牢して蜥。脱皮其の他の不純物を出來得る限b

除却し是れを数十1麗に分ち大形のe“　ptカー中に牧め約40％の酒糖を

加へ加座釜中にてo．5氣歴の許にて腱i理す．然る時は繭層中の緑色

の色素は悉く酒精中に溶解す。斯如くして順次に全部の繭暦を腱置

して色素を除く．然る後更に一回全部の繭層を40％の酒精にて虜理

し何残れる色素を除く。然る時は緑色なる繭層は殆んざ白色となる

べしかくして篠繭層を一度乾燥し更に同様なるビ仰ヵ一中に入れ

蒸溜水を加へて加歴釜中にて一氣墜の許にて30舜間露理し後吸引濾

過す，其の濾液を更に濾紙を用ゐて濾過したる後蒸凝して濃縮し膠

躰
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状となりたる後デシケP・・タPt中に放f置し全く草乞燥せしめ粉秣となし

て貯藏す。其の」佼量繭履5000駕に樹し200屍なり．該セソシンは水

分3・12％全窒素16・85％（無水物に樹して）カξ分1．00％を有せり。

（ロ）天獄繭セリシンの全加水分解　　　　　　　、

　200JEのセリシンを取り圓底フラスコ申1こ於て約10倍量の30％の

硫酸を加へ逆流冷却装置を附し碍々分解液のビウレツト反慮を試み

っtl　48時聞嚢沸せり．ビウレット反懸非常に微弱こなりだるを以つ

てnd旦舜解を申止しバリタ水を以つて硫酸を除き其沈澱の漉液を蒸

畿してチロシンの分離を試みたるもチ・シン全く析出せざりしを以

て更に30％の硫酸を加へて煮沸しビウレット反慮全く陰性たるに到

らしめたるに78時間を要せb．鼓に於て煮湖｝を止め液を稀薄して濾

過したるに殆んど残漬を止めす鼓に於て分解を中止せり。

（・・）チロシンの分離

　前記せる加水分解濾液に濃厚なるバリタの水溶液を加へ硫酸を精

密に除却し生憧る硫酸バリウムの沈澱を濾過’し其の濾液を血炭によ

りて脱色し更濾輝して血炭を分かちたる後其液を濃縮しtzるにチロ

シンを析出しナZり．チロシンを濾別しだる後更に其濾液を濃縮して

チ只シンを析出せしむ勘如くする事数回にしてチロシンの結晶を全

く得る事を能はざるに到りて衡斉熔液中に溶解せるチ・シンは容量

法によりて定量せb最後に得たるチロシンの含量は8・5屍にして無

水セリシン100琵に樹し4，25屍なり。

　各操作毎に窒素の定量を行ひ實駿中の損失の量を明かにせb其結

果は次の如し。

　　　　　　　　　　・　　無水セソシン100厄中

　　全窒素　　　　　　　　　　　　　　゜　　　16．85琵

　　加水分解液中の窒素　　　　　　　　　　　15．09
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’硫酸．・　］）　“1・及血ik中に卿伐せられたる窒素1・27

　　赫出しtzるチロシン中の窒素　　　　　　　　O・3g，

　　チロシンの濾液中の窒素　　　　　　　　　1328

（二）　ヂアミィ態窒素の定量

　チVシンの濾液は悉く集め濃縮して濃厚となし是れに硫酸を加へ

f微酸性となし燐タングステン酸をカ1！へて沈澱を生せしめ其沈澱を

更に分解し其分解液に就きて各種のヘキソン購基の窒素を定量し次

の如き結果を得たり。

　　　　　　　　　　　　　　　　無水繭層100琵に樹して

　　燐タソグステン酸に沈澱せらる5窒素　　　4・945琵

　　リジン態窒素　　　　　　　　　　　　　1・640

　　uスチヂン態窒素　　　　　　　　　　　0溢27

　　アノレギニン態窒素　　　　　　　O・179

fssほ燐タングステン酸の沈澱の濾液1こはバリタを加へて過剰の燐

タングスクン酸を除去し沈澱せる燐タングスヲン。バリウムを濾過

　　　　　　　　　　　　ド
しfeる後其の濾液よbモノアミノ酸を分離せ軋

　　　　　　　　　　　　　，　無水繭履100琵に謝して

　　燐タングスタン酸バ艸・中の窒素　　0・「LO79・

　　燐タングステン酸バリウムの濾液中の窒素　8・362，

（ホ）　モノアミノ酸の分離

　前記せる燐タングステソ酸・“　yウムの濾液を低歴の許にて蒸登し

て含利別状となし是れに酒精を加へ再三低温低座の許にて蒸鰻して

水分を出來得る限り除き更に酒精を加へ乾燥せる璽酸琵斯を蓮じて

是れ飽鞄和せしめ更に低温低歴の許にて蒸登して適當なる濃度巴な

し冷脈一・欄姫しtzるに何等グリ・・…エチ…エスカ囎酸

酸の結晶を見る事得はす是に於て更に酒精を加へて反復蒸溜し購酸
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を出來得る限り除却しエスタノレ法によりてアミノ酸＝Zタルの分離

を行ひたり。

　アミノ酸エスクノレを＝L・一ヵVを用ひて抽出したる後の残津中には

fS・S多量のアミノ酸エスカレ残溜せるを以て鞭酸を加へて残津の溶液

を中和し生せる購類を悉く除去し低歴の許に蒸溜して含利別欺こな

し更に濃鯉酸を加へて数時間逆流装畳奮附して加水分解を行ひ後エ

スヲル法によりて再びアミノ酸エスタノレの扮離を行ひたb，此の如

くして操作を反複してアミノ酸Ptスカンの分離を行ふ事四回に及ぺ

b。　　　　　　　　　’

　各回に於てアミノ酸エスカレのエーテル浸縫腋及其澄出残淳中の

窒素の景を定量し實験中に於ける損失の量及共窒素の分布の状態を

明かにせり，共結果i次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無水セリシン百筑に劃して

　第一団遊離アミノ酸エステルのエーテル溶液巾の窒素　　　　　　　1．09瓦

　第一回遊離アミ1酸エステ1レな皿μテルにて浸艮1したる淺津申の窒素　7．22

　第二回遊離アミノ酸工xテルのエーテノレ溶液申の窒素　　　　　2・6e

　第二回遊離アミノ酸エステル7t・　：　一一テルにて浸禺しだる幾津巾の空素　il・64　　　’

　第…三回遊離アミノ酸エステルのヱP・テル溶液巾の窒索　　　　　　　　1、81

　第三回遊離アミノ酸エステルかエーテルにて浸出したろ残津中の窒素　2．89　　　　　1

　第四回遊離アミノ酸エステルのエーテル溶液中の窒素　　　　　　　　　1。04

　第四回遊離アミ！酸エステル怨工一テルにで漫出しf：る残i津中の窒素　工．65

　アミノ酸エステノレのエーカレ溶液よリエーテノレを除却しアミノ酸

エステノレを分離蒸溜して得たる餐蒸溜勢隔を加水分癖して後分離結

品度によりて各種のアミノ酸を分離せり分別蒸溜に於ける結、果を表1

示すれば次の如し

　　　　　　　　　　　第一回舜別蒸溜

灘。羅諜蕩燃力翻・鵜㌦》燃魏
一　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿　　　　　　．＿＿＿．一脚ewp

器内器外　　　i・櫨　　凌糊
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第　」湯浴

第　　二湯　浴

第　　三湯浴
第　　四油　浴

翻麟1－”

32°　　　60Q

50　　　98

51・　　　98

138　　　25◎

135Eリ

18

　6

　4

　2Q分
1時闘15分

1時聞5分

lus間30分

19。5瓦　　　　1・OO瓦　　　　σ14瓦

3．0　　　　　　1，里6　　　　　　0．20、

5．O　　　　　　L56　　　　　　0喀23

19．6　　　3．61　　　0．38

16・5　　　　　　　－　　　　　　　O，IO

第二回分別蒸溜

藤溜分囁

第　　一

第　　二

第　・三

第　　四

蒸溜痩沸

加熱装撮

湯浴
湯　浴

湯　浴

汕　浴

嘉溜淑度（c）

蒸溜　　蒸溜
器内　　器外

32度　　60魔

50　　　98

42　　　98

110　　　240

歴力

20iり

20

7

4

蒸溜時間

　25分

　35分
1配欄10分

】時間30分

・・翠。，、酸搬轟

磁姦・櫨嚢欝る
7．0瓦　　　2．84瓦　　　　0・39瓦

12．2　　　　5。32　　　　　0．86

6．0　　　　　　2．31　　　　　　023

15．0　　　　　3」0　　　　　　0、30

143　　　－　　　0．90

第三回分別蒸溜

　　　　　　　瞬溜温度（・）・

　　　　　　　　　　　　　　塵力翻分臨加熱装置薫溜　蒸溜
　　　　　　　器内　　器外

第 『 湯　浴 38度
60

第 ご 湯　浴 61 98

第 三 湯　浴 75 98

第 四 120 240

擦溜淺潔 一 ｝ 一

20tリ

ll

6

4

蒸溜時閻

　25分

1時間

1時間

1時間10分

・・獄。，，酸糖芸繕

霧墓の樋螺笈謁
し　6．OJ竃　　　O．51瓦　　　　0．！O瓦

　6．0　　　　　3．26　　　　　　0．39

　20　　　　1110　　　　 018

　5．0　　2．21　　0・31

　9．1　　　－　　　（｝92

1　　　　　　第四回分別蒸溜

燕溜分遜加熱装置

第　　一湯浴
第　　二湯　浴

第　　三湯浴
第　　四沈　浴

菰溜麟1『

蒸溜温度（c）

輔蘇陣力
44度　　60度

65　　　98

70　　　98

125　　　225

18tリ

18

4

2

蒸溜畦間

　40分

1時闘i5分

10V間15　；＞

1翻10分

瞬鯵。・．譲沓篇
・囎の樋羅ぜる
3．2瓦　　　O．20瓦　　　　0．IZJ己

2β　　　　　2．00　　　　　　0●36

2．5　 7凋 @2．00　　　　　　0．34　 tf

3．5　　　　　2．56　　　　　　0．27

4．O　　　　一
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　此の如くして得たるアミノ酸エスf／Vは各加水1分解して後減歴蒸

溜によりて蒸賛してアミノ酸を分別結晶法によりて分離せり．術ほ

プロリンは第一より第三に到る各蒸溜分別を加水分解して得たるア

ミノ酸を各無水酒精を加へて数回浸出して抽出し是れを集めて銅購

を造れり是れによbて決定せり。

　フエニノンァラニソは第四蒸溜分薩のアミノ酸エステルに少量の水

を加へて白濁せるものをエ｛タノレを以て浸出し蒸溜してエーテノレを

除却したる後濃鞭酸を以て虜理し撫酸韓こして結融せしめtzり。

　蒸溜残津は濃厚なるバリタ水を加へて嚢沸して加水分解をし後硫

酸を加へて精密にバリタを除却し生ぜる硫酸バリウムの沈澱を濾過

し其濾液を脱色しtzる後蒸登し是れよリセソン及アスパラギン酸を

得ナεり。

　如斯して得たる各種のアミノ酸の量は次の如し。

　　分離せるアミノ酸　　　　　　　無水セソシン100琵に樹して

　　　ク．リ　：ココノレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．4，5JEE

　　　アラニ：／　　　　　　　」　　　　　3．99

　　　ロイシン　　　　　　　　　　　　　1．50

　　　セリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．38

　　　アスパラギン酸　噂　　　　　　　2．96

　　　グ〃タミン酸　　　　　　　　　　存在

　　　フエニノンアラニン　　　　　　　　2，04

　　　チロシン　　　　　　　　　　　　4．33

　　　プロソン　　　　　　　　　存在
（へ）分離しだるアミノ酸の決定

　グソココノレ

供試料0・1261海を取リキエノンダ炉ノレ氏法により窒素を定量して窒
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素0．02352ラ匹Eを手尋ナZ　り。

　　　計鋒殿　（C2H5NO2こして）　　　　ユ8・67％（N）

　　　實題褒殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ユ8・650／e（N）

　ア　ラa　ン

　供試料α2013琵を分離して窒素を定量し窒素0・03豆66琵を得たう。

　　　計i算数　（C3H7NO2ごして）　　　　ユ5・73％（N）

　　　實験翻ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ5・73％（N）　　・

　アラnン銅櫨Q・1屍を燃焼して酸化銅0、03312琵を得たり。

　　　言卜舞婁交　　Cu（C3H6N（）2）2　　　　　　　　　　26・52　OIS（Cu）

　　　實焉愈数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26・50（Cu）

　ロイ　シン

　ロづシン0．1琵を取リキェノレダーノy氏法によbて窒素の定量を行

ひ窒素0．0107jEilを得ナrり。

　　　計奨数　（C、H、，NO，）　tして）　　　　10・69％（N）

　　　實験数　　　　一　　　　　　　　10．70％（N）

　ロイシン銅盛α1駕を燃焼して酸化銅0・0245蒐を得ナめ。

　　　計箕敷　（Cu（C6H12Nq）2として）　　19・64％（Cu）

　　　實駿数　　　　　　　　　　　　　1・9・o”70／e（Cu）

　セ　ソ　ン

　セリン銅盛0・1琵を燃焼して酸化銅0・0293屍を得たり。

　　　計錦数　（Cu｛C呂H603N）2として）　　23・40％（Cu）

’　　　　實墨譲磐ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23．41％（Cu）

　アスパラギン酸

　アスパラギン酸0．1琵を笏r解して窒素0・0105屍を得ナZり。

　　　言・ト1算撒　（C，lif，NO，として）　　　　10・53％（N）

　　　實験数　　　　　　　　　　　10・50％（N）
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アスパラ・ギン銅櫨0．1琵を取り燃焼して酸化銅0・0341を得ナこり。

　　計1算敷（CoC4Hr，NQi＋2H，，Oとして）27・56％（Cu）

　　實験婁交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27・24％（Cu）

IV　結　　　論　　　　　　’

以上叙述したる結果を綜合し暑れを從來登表せられたる金城叉昔

の繭（家獄）．天獄鯨及柞鐘繭（野猛）等の組成を比較する時は次の如

し。

　侃し無水繭履百屍に封する屍数を以て表はす。

アミノ酸類

グ　リ　コ　コ　ル

ア　　ラ　　tZ　　ン

ロ　　イ　　シ　　ソ

アスノぐラギン酸

グルタミン酸
セ　　　リ　　　ン

プ　　ve　　リ　　ン

チ　　ロ　　シ　　ン

フエ昌ルアラ畠ン

天織繭（有明崖）　天　i螺　紬　　柞鑑繭（有明塵）金城叉昔繭

17，83％　　　　　　　　　 6。3　　　　　　　　　12．34　　　　　　　　　29．39

20．16　　　　　　　　　　　　7．3　　　　　　　　　　15．27　　　　　　　　　　16．72

1．23　　　　　　　　　　　1，3　　　　　　　　　　0．27　　　　　　　　　　1．47

0．26　　　　　　　　　　　LO　　　　　　　　　　237　　　　　　　　　　0，く）3

存在　　　　　　　　　　（），6　　　　　　　　　存在　　　　　　　　　0．023

2．83　　　　　　　　　　　　？　　　　　　　　　　α55　　　　　　　　　　3・01

Q，21　　　　　　　　　存在　　　　　　　　　　O．26　　　　　　　　　　L106

5．34　　　　　　　　　　　2．0　　　　　　　　　　6．62　　　　　　　　　　4。72

0．22　　　　　　　　　存在　　　　　　　　　　0．37　　　　　　　　　0．64

　以上の結果よb見る時は天獄繭の化學的組成はグリココノソ．アラ

ニン及チロシン比較的多くして柞翼繭に比して一層家獄の繭に化學

的組成近し．然しアス2iラギン酸の稽多くしてグリ＝コノレよリアラ

エンの量多き点は柞欝繭に相類似せり．燈等の事實よ1）天獄の繭は

其化學的組成よb謂ふ時は柞獄ご家鷲との中間に位するものと謂ふ

ぺし。

　次に天鷲繭のセリシンの組成を今日迄己に研究せられたる結果ざ

比する時は次の如し。無水セリシぞ百罵に樹する最を示せb。
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・・ノ酸闖ﾊ萄纒物騨肇ヂ夢擁鰐
グ　リ　コ　コ　ル

ア　　ラ　　n　　ン

ロ　　イ　　y　　ン

アスパラギン酸

グルタミン酸
セ　　　リ　　　ソ

プ　　ロ　　リ　　ン

チ　　P　　y　　ン

3・54％　　　　　3・93％　　　　　　］，5％　　　　　　L2％　　　　0，1－－0・2％

3．99　　　　　　3β3　　　　　　　9．8　　　　　　　9．2　　　　　　　5．0

1．50　　　　　　0，4　　　　　　　48　　　　　　5，8　　　　　　　＿

2・96　　　　　　3．91　　　　　　　2，8　　　　　　　2．5　’　　　　　　一

存Xfl　　　　　　　3．O　　　　　　　　　L8　　　　　　　　2。0　　　　　　　　－

4．38　　　　　5．99　　　　　54　　　　　5．8　　　　　66

存ネ建　　　　　　0．35　　　・　　　　3．0　　　　　　　2．5　　　　　　　　－

4・33　　　　　　3，27　　　　　　　LO　　　　　　　2、3　　　　　　　5．0

・…ア・ラ・ P2・・4　・・・　・…　　　一

　　以上の結果よb見る時は天獄繭のセリシンは家獄のセリシンに能

　く類似せり。失故に此の黙より考ふる時ば天獄繭の繰縣も家獄繭の

蕩合ご同様に窓易なるぺき理なれこも實際に於ては然らざるなb。

　是れ恐らくは天難繭のセリシンの性質によるものにめらすして他に

　比較的多量に存在せる石灰盤の爲と思蓄せらるるなり。

　　之れ要するに天獄繭の化學的組成は同種に属せる柞謹に比して家

1獄繭の化學的組成に近く。其のセヅシンは家猿のセリシンに類似せ

　り。

畠


